
対立の文化から共生の文化へ
    環日本海地域はアジアで最も進んだ近代文明地域です。しかし、歴史的背景から竹島独島領有権・海洋呼称・
強制労働・従軍慰安婦問題に代表される抑制された対立・怨念エネルギーを生み出し続けています。
　このエネルギーを止揚（アウフヘーベン）に活かし、朝鮮半島の対岸から世界に先駆け共生の文化を生み出す
ときを迎えました。
　グローバル時代に生まれた閉塞感を打開するには、対立の文化の上に繁栄、行き詰った文明から、共生の文化
の上に華開く文明への転換以外にないと思われます。
　世界的金融の混乱から社会混乱が懸念される状況になり、朝鮮半島・日本列島の世界に果たす歴史的使命に目
覚めた人たちの叡智と勇気が試されています。
    京都及び松江にて開催されます第６回国際平和博物館会議へのご参加を心よりお待ちしています。                                        
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金　鎬　逸 （きむ　ほいる）

小松昭夫
（こまつ あきお）

宋錫源
（そん そぐぉん）

司 会 コーディネーター

大韓民国中央大学　史学科卒業。中央大学院（文
学修士）。　檀國大学院（文学博士）。中央大学
史学科教授・学科長、韓国独立記念館韓国独立
運動史研究所長、中国大連大学客員教授を経て、
現在、大韓民国中央大学名誉教授、国学学術院長、

（社）安重根義士崇慕会  安重根義士紀念館長。
著書として、「日帝下の学生運動」「韓国の郷
校  」「韓国近代の学生運動史」等

東京大学工学部原子力工学科
卒。工学博士。1986 年立命
館大学経済学部教授、1988
年より同大学国際関係学部教
授。国際平和ミュージアム名
誉館長。 日本平和学会理事、
日本学術会議平和問題研究連
絡委員会委員、世界大会平和
博物館ネットワーク国際調整
委員、原水爆禁止世界大会起
草委員長など要職を務める。

慶熙大学社会科学部政治外交
学科卒業。京都大学大学院法
学研究科博士　課程修了（法
学博士）日本学術振興会特別
研究員。京都大学助手、大谷
女子大学、京都橘女子大学、
花園大学非常勤講師を経て、
現在、慶熙大学社会科学部政
治外交学科教授、日本学研究
所所長。 専門分野は日本政治
思想史。   

1973年「小松電機産業」設立。
91 年ニュービジネス大賞受賞、
93 年地域社会貢献企業者賞
受賞。94 年ＨＮＳ人間・自然・
科学研究所設立。95年注目発
明選定証受証 、96年地域活性
化貢献企業賞受賞、07年国土
交通大臣表彰を受彰、シンポジ
ウム開催と出版、数々の戦争記
念館を訪問献花、平和 環境 健
康分野で構想を発表。

安齋育郎
（あんざい  いくろう)

< 日   時 >
10月 7日 ( 火 ) 午後 3:30～5:00

参加費 3,000 円

参加費 無料

立命館大学　衣笠学舎　中野記念ホール

京都駅から市バス 50 系統・快速 205 系統にて「立命館大学前」下車 ( 約 35 分 )　

京 都 会 場

10月 11日 ( 土 ) 午後 2:00～6:00
太陽ホール ( 小松電機産業 )

JR 松江駅より車で 10 分、 乃木駅徒歩で 15 分

松江市乃木福富町 735-188 松江湖南テクノパーク

松 江 会 場

(http://www.ritsumei.ac.jp/mng/er/wp-museum/conference/index.html)
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強くなければ生きられない、優しさがなければ生きる資格がない


